
第 ３０ 号 議 案

敦賀市駅前立体駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改

正の件

敦賀市駅前立体駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例を次のように制定する。

令和 ７ 年 ２ 月１９日 提出

敦賀市長  米 澤 光 治
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敦賀市条例第  号

敦賀市駅前立体駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

敦賀市駅前立体駐車場の設置及び管理に関する条例（平成２９年敦賀市条例第１

６号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すよう

に改正する。

改正後 改正前

敦賀市営駐車場の設置及び管理に

関する条例

敦賀市駅前立体駐車場の設置及び

管理に関する条例

（目的）  （目的）

第１条 この条例は、市民等の利便性の

向上及び道路交通の円滑化を図り、も

って都市機能の維持及び増進に資する

ため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号。以下「法」という。）第２４４

条の２第１項の規定に基づき、敦賀市

営駐車場（以下「駐車場」という。）の

設置及び管理に関し必要な事項を定め

るものとする。

第１条 この条例は、市民の利便性の向

上及び道路交通の円滑化を図り、もっ

て都市機能の維持及び増進に資するた

め、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号。以下「法」という。）第２４４条

の２第１項の規定に基づき、敦賀市駅

前立体駐車場（以下「駐車場」とい

う。）の設置及び管理に関し必要な事項

を定めるものとする。

（名称及び位置）  （名称及び位置）

第２条 駐車場の名称及び位置は、次の

とおりとする。

名称 位置

敦賀駅前立

体駐車場

敦賀市鉄輪町１丁目１

０１番地

白銀駐車場 敦賀市白銀町２番１１

敦賀駅東口

駐車場

敦賀市泉９７号１番１

第２条 駐車場の名称及び位置は、次の

とおりとする。

名称 位置

敦賀市駅前

立体駐車場

敦賀市鉄輪町１丁目１

０１番地
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（施設）  （施設）

第３条 駐車場には、次に掲げる施設を

設ける。

第３条 駐車場には、次に掲げる施設を

設ける。

⑴ 敦賀駅前立体駐車場  ⑴ 自転車駐車場

ア 自転車駐車場

イ 自動車駐車場

⑵ 白銀駐車場  ⑵ 自動車駐車場

自動車駐車場

⑶ 敦賀駅東口駐車場

自動車駐車場

（利用の範囲）  （利用の範囲）

第４条 前条に規定する駐車場を利用で

きる車両は、次の各号に掲げる区分で

、当該各号に規定するとおりとする。

第４条 前条に規定する駐車場を使用で

きる車両は、次の各号に掲げる区分で

、当該各号に規定するとおりとする。

⑴ （略）  ⑴ （略）

⑵ 自動車駐車場 道路運送車両法

（昭和２６年法律第１８５号）第３

条に規定するもののうち次に掲げる

自動車とする。ただし、他の車両を

けん引している車両は除く。

ア普通自動車（長さ５メートル、 幅

１．９メートル及び高さ２．３

メートル以下のものに限る。）

イ小型自動車（三輪以上のものに

限る。）

ウ軽自動車（三輪以上のものに限 

る。）

⑵ 自動車駐車場 道路運送車両法

（昭和２６年法律第１８５号）第３

条に規定する普通自動車（長さ５メ 

ートル、幅１．９メートル及び高さ

２．３メートル以下のものに限る。）

並びに自動二輪車を除く小型自動車

及び軽自動車（この号に掲げる自動

車が物品等を積載したときは、その

全長、全幅及び全高は、普通自動車

の基準と同じとする。）
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２ 前項第２号イ及びウに規定する車両

が物品等を積載したときは、その全長

、全幅及び全高は、普通自動車の基準

と同じとする。

（指定管理者の指定の基準） （指定管理者の指定の基準）

第６条 市長は、前条第２項の規定によ

る申請があったときは、次に掲げる基

準に適合しているもののうち、設置目

的を最も効果的に達成することができ

ると認めるものを、議会の議決を経て

指定管理者として指定するものとす

る。

⑴ 市民等であって駐車場を利用する

者の平等な利用を確保することがで

きるものであること。

第６条 市長は、前条第２項の規定によ

る申請があったときは、次に掲げる基

準に適合しているもののうち、設置目

的を最も効果的に達成することができ

ると認めるものを、議会の議決を経て

指定管理者として指定するものとす

る。

⑴ 市民の平等な利用を確保すること

ができるものであること。

⑵～⑷ （略） ⑵～⑷ （略）

（指定管理者が行う業務の範囲） （指定管理者が行う業務の範囲）

第８条 指定管理者が行う駐車場の管理

の業務の範囲は、次に掲げるとおりと

する。

第８条 指定管理者が行う駐車場の管理

の業務の範囲は、次に掲げるとおりと

する。

⑴ 駐車場の利用に関すること。  ⑴  利用の許可、利用の許可の取消し

、利用の制限その他の利用に関する

業務を行うこと。

⑵～⑷ （略）  ⑵～⑷ （略）

（利用の許可）

第１３条 駐車場を利用しようとする者

は、指定管理者の許可を受けなければ

ならない。許可された事項を変更しよ

うとするときも、同様とする。
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２ 指定管理者は、駐車場の利用を許可 

する際に駐車場の管理上必要な限度に

おいて条件を付すことができる。

（利用許可の制限）

第１４条 指定管理者は、次の各号のい

ずれかに該当するときは、駐車場の利

用を許可しない。

⑴ 公の秩序を乱し、又は善良な風俗

を害するおそれがあると認められる

とき。

⑵ 施設、附属設備、器具等を損壊し

、又は滅失するおそれがあると認め

られるとき。

⑶ 管理上支障があると認められると

き。

⑷ その他指定管理者が不適当である

と認めるとき。

（許可の目的外利用等の禁止）

第１５条 第１３条第１項の規定により

利用の許可を受けた者（以下「利用者

」という。）は、許可を受けた目的以

外に駐車場を利用し、又はその権利を

譲渡し、若しくは転貸してはならな

い。

（損傷又は滅失の届出）

第１６条 施設、附属設備、器具等を損

傷し、又は滅失させた者は、直ちにそ

の旨を指定管理者に届け出て、その指

示に従わなければならない。

（利用許可の取消し等）

第１７条 指定管理者は、利用者が次の

各号のいずれかに該当するときは、第
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１３条第１項の許可（以下「利用許可

」という。）を取り消し、又は利用を中

止させ、若しくは利用の条件を変更す

ることができる。

⑴ 利用許可の申請に虚偽の事実があ

ったとき。

⑵ 第１４条各号のいずれかに該当す

るものと認めたとき。

⑶ 前２号に掲げるもののほか、この

条例又はこの条例に基づく規則に違

反したとき。

⑷ その他管理運営上やむを得ない事

由により特に必要があると認めたと

き。

２ 前項の規定により利用許可を取り消 

し、又は利用を中止させ、若しくは利

用条件を変更した場合において、利用

者に損害が生じても、指定管理者はそ

の責めを負わない。

（利用料金等） （利用料金等）

第１３条 （略） 第１８条 （略）

（利用料金の免除） （利用料金の免除）

第１４条 （略） 第１９条 （略）

（利用料金の不還付） （利用料金の不還付）

第１５条 （略） 第２０条 （略）

（割増金） （割増金）

第１６条 （略） 第２１条 （略）

（特別な設備等の許可）

第２２条 利用者は、駐車場に特別な設

備器具を設置し、又は駐車場の原状を

変更しようとするときは、あらかじめ

指定管理者の許可を受けなければなら
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ない。

２ 前項の規定により生じる経費は利用 

者の負担とし、利用許可を取り消し、

又は利用を中止させ、若しくは利用条

件を変更した場合において、利用者に

損害が生じても、指定管理者はその責

めを負わない。

（原状回復の義務）

第２３条 利用者は、駐車場の利用を終

了したとき、第１７条第１項の規定に

より利用許可を取り消されたとき、又

は前条第１項の規定により特別な設備

器具を設置し、若しくは施設の原状を

変更したときは、直ちに当該施設を原

状に回復し、指定管理者の点検を受け

なければならない。

２ 利用者が前項の規定を履行しないと

きは、市長が利用者に代わってこれを

執行し、その費用は利用者の負担とす

る。

（駐車の拒否） （駐車の拒否）

第１７条 （略） 第２４条 （略）

（禁止行為） （禁止行為）

第１８条 （略） 第２５条 （略）

（損傷又は滅失の届出）

第１９条 施設、附属設備、器具等を損

傷し、又は滅失させた者は、直ちにそ

の旨を指定管理者に届け出て、その指

示に従わなければならない。

（自転車等の移動等） （自転車等の移動等）

第２０条 （略） 第２６条 （略）

（損害賠償） （損害賠償）
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第２１条 （略） 第２７条 （略）

（賠償責任） （賠償責任）

第２２条 （略） 第２８条 （略）

（委任） （委任）

第２３条 （略） 第２９条 （略）

別表を次のように改める。

別表（第１３条関係）

駐車場 種別 金額

敦賀駅前立体

駐車場

普通駐車の

料金

１時間ごとに

１００円

１ 入庫からの駐車時間が１時間以内

であるときは、無料とする。

２ 駐車時間に１時間未満の端数が

あるときは、１時間として計算す

る。

３ 駐車時間が８時間を超える場合は

、２４時間まで８００円とする。

４ 駐車時間が２４時間を超える場合

は、２４時間に達した時以後２４時

間ごとに２及び３の方法により算定

した額を２４時間までの額に加算す

る。定期駐車券

の料金

全日定期駐車

券

９，０００円

平日定期駐車

券

７，０００円

プリペイド

カードの料

金

６，０００円

相当券

５，０００円

白銀駐車場 普通駐車の

料金

１時間ごとに

１００円

１ 入場からの駐車時間が１時間以内

であるときは、無料とする。

２ 駐車時間に１時間未満の端数が

あるときは、１時間として計算す

る。

３ 駐車時間が７時間を超える場合は

、２４時間まで７００円とする。
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４ 駐車時間が２４時間を超える場合

は、２４時間に達した時以後２４時

間ごとに２及び３の方法により算定

した額を２４時間までの額に加算す

る。

定期駐車券

の料金

全日定期駐車

券

７，０００円

平日定期駐車

券

５，０００円

プリペイド

カードの料

金

７，０００円

相当券

６，０００円

敦賀駅東口駐

車場

駐車の料金 ３０分ごとに

１００円

１入場からの駐車時間が１時間以内であ

るときは、無料とする。

２ 駐車時間に３０分未満の端数があ

るときは、３０分として計算する。

３ 駐車時間が４時間を超える場合は

、２４時間まで７００円とする。

４駐車時間が２４時間を超える場合は、

２４時間に達した時以後２４時間ごと

に２及び３の方法により算定した額を

２４時間までの額に加算する。

備考

１「全日定期駐車券」とは、月の初日から当該月の末日までの間（自動車駐車場

の駐車の用に供する部分の全てが利用されているときを除く。）、自動車を

駐車できるものをいう。

２「平日定期駐車券」とは、月の初日から当該月の末日までの間の土曜日、

日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）第３条に

規定する休日を除く日（自動車駐車場の駐車の用に供する部分の全てが利用

されているときを除く。）に、自動車を駐車できるものをいう。

３全日定期駐車券又は平日定期駐車券により入庫し、それぞれ前２項に規定
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する駐車できる日以外に利用した料金については、この表の普通駐車の料金

の項金額の欄に掲げる規定により算出した額とする。

附 則

（施行期日）

１この条例は、令和８年４月１日から施行する。ただし、附則第３項の規定は、公

布の日から施行する。

（敦賀市白銀駐車場の設置及び管理に関する条例等の廃止）

２次に掲げる条例は、廃止する。

⑴ 敦賀市白銀駐車場の設置及び管理に関する条例（昭和５６年敦賀市条例第１

０号）

⑵ 敦賀駅東口駐車場の設置及び管理に関する条例（令和５年敦賀市条例第２１

号）

（準備行為）

３この条例による改正後の敦賀市営駐車場の設置及び管理に関する条例（以下 

「改正後の条例」という。）の規定による指定管理者の指定及びこれに関し必要

な手続、利用料金の承認その他改正後の条例を施行するために必要な行為は、こ

の条例の施行の日（以下「施行日」という。）前においても改正後の条例の規定

の例により行うことができる。

（経過措置）

４施行日前に、この条例による廃止前の敦賀市白銀駐車場の設置及び管理に関する条

例及び敦賀駅東口駐車場の設置及び管理に関する条例の規定によりなされた処

分、手続その他の行為は、それぞれ改正後の条例の相当規定によりなされたもの

とみなす。

提案理由

敦賀駅前立体駐車場に加え、白銀駐車場及び敦賀駅東口駐車場について、指定管

理者制度を導入したいので、この案を提出する。
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